
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

平
和
首
長
会
議
の
ア
ピ
ー
ル 

世
界
８
３
６
３
都
市
が
加
盟
す
る

平
和
首
長
会
議
の
共
同
ア
ピ
ー
ル

で
は
、「
現
在
の
世
界
情
勢
は
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を

始
め
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ

ナ
の
紛
争
や
、
こ
の
度
の
イ
ス
ラ

エ
ル
と
イ
ラ
ン
の
武
力
衝
突
に
よ

る
中
東
情
勢
の
さ
ら
な
る
悪
化
な

ど
に
よ
り
、 

ま
す
ま
す
混
迷
を
極

め
、
戦
禍
が
地
域
を
覆
い
、
民
間

人
を
含
む
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
て

い
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
終

結
か
ら
、
ま
た
、
人
類
史
上
初
め

て
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
か
ら

８
０
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎

え
、
紛
争
に
関
す
る
平
和
的
解
決

に
向
け
た
外
交
努
力
が
継
続
す
る

中
、
今
回
の
よ
う
な
都
市
や
市
民

へ
被
害
を
も
た
ら
す
武
力
攻
撃
も

含
め
、
い
か
な
る
国
の
都
市
に
対

し
て
も
武
力
が
行
使
さ
れ
る
こ

と
、
そ
し
て
何
の
罪
も
な
い
一
般

市
民
が
犠
牲
と
な
る
こ
と
は
断
じ

て
容
認
で
き
ま
せ
ん
。 

全
て
の
為

政
者
は
、
今
こ
そ
市
民
社
会
の
声

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
暴
力
行
為

に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
理
性
的

で
平
和
的
な
外
交
努
力
を
も
っ
て

問
題
を
解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
再
認
識
す
る
べ
き
で

す
。
市
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活

を
守
る
自
治
体
の
首
長
で
構
成
さ

れ
る
平
和
首
長
会
議
は
、
対
話
に

が
激
減
し
、
発
砲
・
殺

害
も
相
次
ぐ
な
ど
、
人

道
危
機
を
引
き
起
こ

し
て
い
ま
す
。
国
連
機

関
な
ど
が
参
加
す
る

食
料
危
機
の
深
刻
度

を
判
断
す
る
枠
組
み

「
総
合
的
食
料
安
全

保
障
レ
ベ
ル
分
類
」

（IPC

）
は
８
月
２
２

日
、
ガ
ザ
北
部
の
ガ
ザ

市
で
飢
き
ん
が
発
生

し
て
い
る
と
の
報
告

書
を
発
表
し
ま
し
た
。

壊
滅
的
な
飢
き
ん
の

段
階
「
フ
ェ
ー
ズ
５
」

と
判
断
し
、
少
な
く
と

も
人
口
の
２
割
が
極

度
の
食
糧
不
足
、
子
ど

も
の
３
人
に
１
人
が

深
刻
な
栄
養
失
調
、
死

亡
し
た
住
民
の
４
割

が
、
子
ど
も
だ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区

で
は
、
武
装
組
織
ハ
マ
ス
と

イ
ス
ラ
エ
ル
の
間
で
、
軍
事

衝
突
が
再
び
激
化
し
、
空
爆

と
地
上
侵
攻
に
よ
り
民
間

人
の
犠
牲
も
数
万
人
規
模

に
上
る
事
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

イ
ス
ラ
エ
ル
は
１
月
、
国

連
の
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救

済
事
業
の
活
動
を
禁
止
す

る
法
律
を
施
行
し
ま
し
た
。

ガ
ザ
地
区
の
食
料
配
給
所

よ
る
外
交
努
力
に
よ
っ
て
国
家
間
の

問
題
が
解
決
さ
れ
、
平
和
な
日
常
が

訪
れ
る
こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。」
と

し
て
い
ま
す
。 

ガ
ザ
へ
の
攻
撃
の
停
止
、
人
命
保
護

が
急
が
れ
ま
す
。 

 

Ｑ
平
和
都
市
宣
言
を
お
こ
な
っ
た

本
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
行

動
さ
れ
る
の
か
。 

Ａ
考
え
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
地

区
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
国
・
地

域
に
お
け
る
恒
久
的
な
平
和
を
願

う
姿
勢
に
変
わ
り
は
な
い
。 

・
行
動
に
つ
い
て
は
、
日
本
政
府

や
国
際
社
会
に
対
す
る
、
具
体
的

な
働
き
か
け
は
予
定
し
て
い
な
い

が
、
世
界
の
人
道
危
機
の
状
況
や
、

平
和
首
長
会
議
な
ど
関
係
機
関
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。 

 

根
本
意
見 

「
日
本
政
府
に
対
し
、
停
戦
に
向
け

た
外
交
努
力
を
積
極
的
に
講
じ
る
こ

と
を
求
め
て
頂
き
た
い
。
」 
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◆法律相談は弁護士が第 2 土曜日 

       午前 10 時～12 時で 

◆生活相談は随時、根本議員が応対。 

◆法律相談は要予約。お申し込みは 

◆日本共産党西三河地区委員会まで 

      ☎ 0564-23-2785 

◆生活相談は市委員会まで 

      ☎ 0565-34-4772 
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水
道
法
と
水
道
料
金
の
値

上
げ 

日
本
国
憲
法
第
２
５
条
第
１
項

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
と

し
て
「
国
民
の
権
利
」
を
、
ま
た
、

第
２
項
「
国
は
、
社
会
福
祉
、
社

会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及

び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
と
国
の
責
務
を
定
め
て
い

る
。 

Ｑ
水
道
法
第
１
条
の
水
道
に
関
す

る
基
本
的
な
目
的
を
定
め
た
条
文

を
聞
き
、
そ
の
条
文
と
、
日
本
国

憲
法
第
２
５
条
に
通
じ
る
理
念
を

聞
く
。 

Ａ
水
道
法
第
１
条
は
「
こ
の
法
律

は
水
道
の
布
設
お
よ
び
管
理
を
適

正
か
つ
合
理
的
な
ら
し
め
る
と
と

も
に
、
水
道
の
基
盤
を
強
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
清
浄
に
し
て
豊
富

低
廉
な
水
の
給
水
を
は
か
り
、
も

っ
て
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
環

境
の
改
善
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
」
と
し
て
い
る
。 

条
文
の
中
で
、
こ
の
趣
旨
が
国
民

の
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
権
利
を
保
障
し
た
日

本
国
憲
法
第
２
５
条
第
１
項
の
理

念
に
通
ず
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

９月 12日（金） 
 

主催：さよなら原発豊田市民行動連絡会 

豊田市駅西マック横広場集合 

各
自
治
体
の
水
道
料
金
の
改
定

で
、
地
域
間
の
格
差
が
課
題
と
な

る
中
、
三
重
県
は
昨
年
、
値
上
げ

の
据
え
置
き
を
決
め
て
い
る
こ
と

を
紹
介
。 

Ｑ
２
０
２
６
年
度
ま
で
の
水
道
料

金
の
値
上
げ
の
理
由
を
含
む
経
緯

を
聞
く
。 

Ａ
今
後
、
人
口
減
少
や
節
水
機
器 

の
普
及
に
伴
う
有
収
水
量
の
減
少 

が
見
込
ま
れ
る
中
、
老
朽
化
や
地 

震
対
策
な
ど
進
め
る
べ
き
事
業
を 

実
施
し
、
安
全
で
安
心
な
水
道
水 

を
市
民
の
皆
様
に
安
定
的
に
提
供 

し
続
け
る
た
め
、
水
道
料
金
を
改 

定
し
た
。 

 

Ｑ
値
上
げ
し
な
い
た
め
に
、
市 

の
財
政
負
担
を
ど
う
考
え
る 

か
。 

Ａ
地
方
公
営
企
業
は
、
独
立
採 

算
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
地 

方
公
営
企
業
法
で
「
性
質
上
、 

能
率
的
な
経
営
を
行
っ
て
も 

な
お
、
そ
の
経
営
に
伴
う
収
入 

の
み
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と 

と
が
客
観
的
に
困
難
で
あ
る 

と
認
め
ら
れ
る
経
費
」
な
ど
独 

立
採
算
に
な
じ
ま
な
い
経
費 

を
一
般
会
計
で
負
担
す
る
と 

定
め
ら
れ
て
お
り
財
政
運
営
上
、 

支
障
の
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
一 

部
の
経
費
を
一
般
会
計
で
負
担
し

て
い
る
。 

根
本
意
見 

「
水
道
料
金
の
値
上
げ
に
よ
る
市 

民
へ
の
負
担
増
は
５
・
２
億
円
。

市
が
負
担
す
る
の
は
、
困
難
だ
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

日
本
国
憲
法
第
２
５
条
の
理
念
か 

ら
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を 

増
や
し
て
、
水
道
料
金
は
値
上
げ 

前
に
戻
す
こ
と
が
、
必
要
。」 

 

基
本
料
金
の
無
料
化 

長
引
く
物
価
高
騰
や
猛
暑
の
中
で 

の
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
東
京
都 

の
よ
う
に
各
自
治
体
の
判
断
で
基 

本
料
金
の
無
料
化
な
ど
の
軽
減
を 

お
こ
な
っ
て
い
る
。 

Ｑ
基
本
料
金
の
無
料
化
を
行
っ
た

場
合
の
財
源
補
て
ん
、
水
道
管
の

維
持
管
理
へ
の
影
響
は
。 

Ａ
基
本
料
金
を
無
料
化
し
た
場
合 

は
、
何
ら
か
の
財
政
的
補
填
を
行 

う
必
要
が
あ
る
が
、
一
般
会
計
か 

ら
繰
り
入
れ
の
予
定
は
無
い
。 

そ
の
た
め
、
財
源
上
必
要
な
額
が 

確
保
で
き
な
く
な
り
、
水
道
の
維

持
管
理
業
務
等
を
実
施
す
る
上

で
、
支
障
が
生
じ
る
。 

 

長
引
く
物
価
高
騰
で
、
暮
ら
し
は 

限
界
に
達
し
て
い
ま
す
。
市
民
の 

命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
基
本 

料
金
の
無
料
化
が
必
要
と
考
え
ま 

す
。 

Ｑ
無
料
化
の
考
え
、
市
民
へ
の
負 

担
軽
減
の
考
え
を
聞
く
。 

Ａ
水
道
事
業
は
公
営
企
業
と
し
て 

利
用
者
の
み
な
さ
ん
の
負
担
で
支 

え
ら
れ
て
お
り
、
受
益
者
負
担
と 

し
て
、
応
分
の
負
担
を
い
た
だ
く 

も
の
で
、
無
料
化
や
負
担
軽
減
に 

つ
い
て
の
考
え
は
も
っ
て
い
な 

い
。 

公
営
企
業
の
責
務
と
し
て
、
市
民 

生
活
に
基
礎
的
な
上
下
水
道
サ
ー 

ビ
ス
を
安
価
に
提
供
す
る
よ
う
努 

め
て
い
る
。 

根
本
意
見 

「
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
安
価
に

提
供
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
以
上
に

値
上
げ
は
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
を 

期
待
す
る
」 

https://www.kensakusystem.jp/toyota-c/cgi-bin2/GetText3.exe?26hbrjvwmal0uehisb/R060322A/17383/10/1//1/%90%85%93%B9%97%BF%8B%E0%82%CC%92%6C%8F%E3%82%B0/0#hit1

